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排出ガス対策型建設機械を原則使用とする機種 

 

 

 

機        種 備     考 

一般工事用建設機械 

・ バックホウ 

・ トラクタショベル（車輪式） 

・ ブルドーザ 

・ 発動発電機（可搬式） 

・ 空気圧縮機（可搬式） 

・ 油圧ユニット 

（以下に示す基礎工事用機械のうち、ベー

スマシンとは別に、独立したディーゼルエ

ンジン駆動の油圧ユニットを搭載している

もの；油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式

鋼管圧入引抜機、油圧式杭圧入引抜機、アー

スオーガ、オールケーシング掘削機、リバー

スサキュレーションドリル、アースドリル、

地下連続壁施工機、全回転型オールケーシ

ング掘削機） 

・ ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ 

ホイールクレーン 

 

ディーゼルエンジン（エンジン

出力 7.5Kw 以上 260Kw 以下）

を搭載した建設機械に限る。 
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＜排出ガス対策型指定機種貼付シール＞ 

   

  ・国土交通省排出ガス対策型建設機械指定制度によるもの 

     

      
 

※ 上記は第２次基準値指定機種用貼付シールである。 

使用機械は第１次基準指定機種以降であれば可。 

 

 

・ 特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（オフロード法）によるもの 

 

     
       

     ※ オフロード法使用規制基準適合型貼付シール。（平成18年10月以降） 
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＜低騒音対策型指定機種貼付シール＞ 

 

  ・国土交通省低騒音・低振動型建設機械指定制度によるもの 

     
※ 1997 年規制基準（新基準）指定機種貼付シール。 

 

 

  注意事項 

 

     
※ 1989 年規制基準（旧基準）指定機械の使用は不可。 

 

平成 9 年 10 月 1 日の「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」施行以前に低騒音型

建設機械として指定された建設機械('89 ラベル)については、経過措置により、平成 14 年 9 月

30 日まで、現行制度下でも指定機械とみなすことが出来たが、その経過措置期間が終了し、「み

なし機械('89 ラベル)」としての指定の取り消しとなったため、各工事現場において、低騒音型

建設機械の使用が原則化されている場合は、その使用が認められないこととなっているので留

意すること。 

ここの数字で確認する 
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